
　

                           

9月１９日 長寿を祝う集い

7月7日 七夕・かき氷イベント

みのり会ニュース

２０２１年秋号

今年度も新型コロナウィルス対策に努めて規模を縮小したなかでの実施となりました。
入居者、家族、ボランティアの方々のご協力の元、無事に開催できたことを心より感謝いたし
ます。
今年度はのど自慢を行い、入居者の笑顔や一生懸命に歌っている姿を拝見でき嬉しく思って

おります。来年度は家族、ボランティアの方をお招きし、盛大に式典が執り行えることをお祈
りしております。

今年の七夕も入居者の方々と一緒に短冊にお願い事を書
き、笹に飾りました。「叶うといいなぁ。」と話されなが
ら、丁寧に飾られていました。

来たる10月1日の赤い羽根共同募金のために、みのり自治会役員の
方々は綿密な話し合いを行なってきました。その話し合いの中では、
「私はもうベテランだから、任せて！」と非常に頼りになる言葉で私
たちを鼓舞してくれました。
そんな中迎えた、赤い羽根共同募金当日は感染症対策のため、例年

通り西葛西駅での街頭募金は行うことができませんでしたが、特養の
各フロアで募金活動を行いました。みのり会役員の方々がご入居者や
職員へ誠心誠意、募金への協力を伝えていたのが印象的でした。
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コロナ渦において今年も、昨年同様、入居者や地域の

方々は参加せず規模を縮小して特養・ショートの職員で

ユニットごとに訓練を行いました。「大変だね。でも、

安心だね」と入居者からも感謝の言葉を頂きました。今

後も職員として入居者の生活を守るべく、常に自覚を
もって訓練に励んでいきたいと思います。

10月８日 夜間想定避難訓練

また、ある入居者の方は「家族に会いた
い！」と大きな文字で短冊に願いを書かれて
いました。その願いが叶うよう、施設職員一
同さらに気を引き締め感染症対応に努めてい
きたいと思います。

家族会ニュース

ボランティア協力費では、ボランティアの活動がより安心で活発なものとなるよう、

行事や外出への付添いの際に必要となる飲食代や交通費、物品の補助をして頂いております。
今年度のボランティア協力費でご寄贈いただきましたiPadとwebカメラをご紹介いたします。

コロナ禍で、これまで行っていた行事や外出が思うようにできない中、オンラインという形でボ
ランティア活動を少しずつ行っております。オンラインで入居者の皆様とボランティアの方が交
流する機会を設け、互いに楽しく有意義なひと時を過ごせるよう、ご寄贈いただいた品を大切に
使用させていただきます。

10月1６日 家族会幹事会

今年度2回目の家族会幹事会を行い、家族会運
営や当苑の感染症対策について意見交換いたしま
した。幹事の皆様より、感染症対策に伴う面会制
限について、入居者と家族の安心、そして介護職
員の負担軽減のために、面会方法のさらなる工夫
が必要であるとの貴重なご意見を頂戴しました。
感染状況を考慮しつつ、施設運営に反映したいと
考えております。
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